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技 術 史 講義資料 NO.9 名古屋芸術大学 石 田 正 治

１．技術の起源

・二足歩行 － 自由な手 － 道具の使用 － 労働

社会的協力の必要性

２．道具とは

・道具であるための条件 （岩城正夫『原始技術史入門』）

（１）道具は目的を達成するための物的手段である。

（２）必要なときには即座に利用できるが、不要なときにはいつでも手放すことが

できなければならない。

・道具を使用するのは人間だけか。

K. P. Oakley : MAN THE TOOL-MAKER

「人類とは、単に道具を使用するだけではなく、道具を生産するものである。」
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【石器の発達】

①礫石器 ②石核石器 ③剥片石器

④亀型石核石器 ⑤石刃 ⑥細石器 －石鏃
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技 術 史 講義資料 NO.10 名古屋芸術大学 石 田 正 治

１．道具の発達
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２．農耕道具の発展

・鋤 → 犁

・農業、牧畜の経験の蓄積

・社会的分業の成立

手工業の独立 － 道具（工具）をつくる専門家の出現

【課題】

１．各種道具の制御機能と動力機能を調べ、比較してみよう。

２．社会的分業の成立と道具の発達の関係を考えてみよう。


